
様式第二号の人 (第人条の四の五関係)

当該事業場において現に行つている事業に関する事項
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産業廃乗物処理計画書

令和7年  6月  25日

神戸市長   宛

提出者

住所
東京都港区芝浦3-卜1

田町ステーシ ョンタワーN

氏名
サントリー食品インタサショナル株式会社 SBFジ ャパン
執行役員 戦略企画本部長 東  文俊

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号  03-55791000

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 69」 050 1051サ ントリー食品インターナショナル (株)自 動販売機指定整備工場

事 業 場 の 所 在 地 兵庫県神戸市東灘区魚崎浜町43-1

計 画 期 間

l①

事業の種類
9021 電気機械器具修理業
(」FEライフ(株)自 販機整備事業部 阪神工場)

令和7年4月 1日 ～令和8年3月 31日

②事業の規模 年間売上高 299百万円

③従業員数 16名

④産業廃棄物の一連
の処理の工程
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産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物のりF出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類 1200金属くず

排出量 1155.2 t t

①現状 (こ れまでに実施 した取組)

(こ れまでに実施 した取組)・ 自動販売機の延命による発生の抑制を検討 し、

【目標】

産業廃棄物の種類 1200金属 くず

排出量 1337.9 t t

②計画 (今後実施する予定の取組)

・現状活動を継続する。

(分別 している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

①現状

②計画

産業廃棄物の分別に関する事項
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1200金属くず

②計画

t t

t t

【目標】

自ら行 う産業廃乗物の再生利用に関する事項

(今後実施する予定の取組)

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類 1200金属 くず

(こ れまでに実施 した取組)

【前年度 (令和 6年度)実績】

自ら再生利用を行 う
産業廃棄物の量

自ら再生利用を行つた
産業廃棄物の量

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類 1200金属 くず

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量 t t

①現状
自ら中間処理により減量した
産業廃棄物の量 t t

(これまでに実施 した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類 1200金属くず

自ら熱回収を行 う
産業廃棄物の量

t t

自ら中間処理により減量する
t t量

②計画

(今後実施する予定の取組)



4

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類 1200金属 くず

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた
産業廃棄物の量

t t

(こ れまでに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類 1200金属くず

自ら埋立処分又は
入処分を行 う t t

の 量

②計画
(今後実施する予定の取組)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和 6年度)実績】

産業廃棄物の種類 1200金属くず

全処理委託量 1155.2 t t

優良認定処理業者への
処理委託量

302.2 t t

再生利用業者への
処理委託量

1155.2 t t

①現状 認定熱回収業者への
処理委託量 t t

回収業者以外の
収を行 う業者への t t

(こ れまでに実施 した取組)
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【目標】

産業廃棄物の種類 1200金属くず

1387.9 t t

349,9 t t

1337.9 t t

t t

全処理委託量

t t

②計画
(今後実施する予定の取組)
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1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時′点)等の業種に応じ事業規模が分かる
ような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまでの
一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理
を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行 うことI

よって減量 した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を
るほか、その内数 として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第 6条のH第 2

号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者 (廃棄物
び清掃に関する法律第15条 の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量及

回収施設設置者以外の熟回収を行つている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及
を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に 「別紙のとお り」
と記入 し、当該欄に記入すべき内容を記入 した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類が3以上ある
ときは、前年度実績及び 目標の欄に「別紙のとお り」 と記入 し、当該欄に記入すべき内容を記入 した別紙を
添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、 「一」を記入すること。

7 ※欄は記入 しないこと。



サントリー食品インターナショナル(株)管理体制図
20250401現 在

※2016年4月 1日 以前はサントリーフーズ伽に廃棄担当部署を置いて管理。
※2016年4月 1日 に新会社としてサントリービパレッジソリューション伽設立(サントリーフーズ欄より分社)

魏魏舅報霧駆轄推鶉鞠絡業継J
<参考> 組織国概要

◇サントリーグループ環境経営(ISO)推 進体制(2025年 6月 現在)

※その他食品関連事業会社
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―機材廃葉管理者―
・統括責任者 :機材運営本部

・廃棄担当:機材SCM部 各課担当にて集計・報告
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(株)ユニオントラスト

その他

SBFジヤパン
戦略企画本部

サントリー食品
インターナショナ,レ(4来 )

サントリー
ホーJ♭ディンク・ス(1朱 )

内部監査チーム

(株)ユニオントラスト

サステナビリティ経営推進部本部

Suntory Global Business Drivers

SBFジ ヤ′くン
職路企画本部

サントリー食品
インターナショナ,レ(株 )

サントリー
ホー,レテ・ィンク・ス(お朱)



【別紙】第一面④

当該事業場 収集・運搬業者 中間処理業者 最終処分業者

■ 破砕・圧縮

機能消滅
1七 ●■山山い●山●山B[

理立処分
(管理型処分場)

サーマルリサイクル

廃プラスチック類
(シュレッダーダスト)

鉄スクランプ 再資源化

非鉄金属

廃自販機 事前選別

紙幣識別装置

硬貨選別装置

蛍光灯 専円業者
リサイクル

ニカド電池

フロシ
フロン破壊処理施設

破壊


